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(社) 京都府情報産業協会                         2002.7.10 

            第 4 回 事業推進委員会・議事録 

 

開催日 ： 平成 14 年 7 月 10 日 (水) 午後 5 時から午後6 時 

場 所 ： 京情協 事務所内・会議コーナー          (敬称略) 

メンバ ： 委 員 長   京都電子計算（株）       植田 弘毅  

         副委員長  （株）京信システムサービス    佐々木 洋 

         委  員   アド・プロヴィジョン（株）   河合 博康 

         委  員   けいしんシステムリサーチ（株） 出野 信夫 

         委  員   (株)ケーケーシー情報システム  小林  聡 

         委  員   島津エス・ディー（株）     山本  孝 

         委  員   総合システムサービス（株）   古川 峰生 

         委  員   竹菱電機（株）         木村 道也 

         委  員   日新システムズ（株）      中村  修 (欠席) 

         委  員   ワールドビジネスセンター（株） 池田 達夫 (欠席) 

         委  員   京都コンピュータ学院      吉村 敬史 

         事 務 局                   奥村 良三 

＊ 今月度より、日新システムズ（株）中村 修氏が、宇佐美 喬氏の後任となられた。 

 

   主たる議題  （植田委員長の司会進行） 

1 京都商工会議所の地域活性化推進委員会報告と今後の取組みについて 

2 「ホームページコンテスト京都」への共催「10 万円」の拠出について 

3 平成 14 年 10 月の情報化月間行事「京都情報化フォーラム開催」について 

4 各委員会報告と調整について 

5 その他 

   議事内容と結果 

・議題に先立ち植田委員長よりの報告事項 

(1) ＡＮＩＡ北海道大会(第 24 回全情連大会)６月２４日より２５日に開催され、白石名誉 

会長・北村会長・植田事業推進委員長・山本技術委員長・佐々木事務局長の５名が出

席した。２５日に開催された定時総会は、ベトナム情報産業視察など平成１３年度の

事業報告と決算状況、ならびに平成１４年度事業ならびに予算計画などの説明・審議

がおこなわれ、原案通り承認可決された。なお会長に辻 正氏が留任。 

(2) 法人事業税の「外形標準課税の反対署名運動」に当協会・会長名で喚起してはとの提

起を植田委員長より行われたが、討議の結果、各会社に委ね別段の要請はしないこと

となった。 

・ 佐々木事務局長よりの報告事項 

(1) 事務所移転による定款変更は京都府庁の許可後、法務局への登記手続きも完了した。 

なお、関係諸団体(４０ヶ所)に対して、会長名で挨拶状を７月８日発信済み。 

また、法人化による新たな登記事項の「期末資産増減後の正味財産」に関して、現在 

手続中である。 

(2) 協会会費(上期分)は５７会員中、数社を除き納入済み。この数社は各社の出納規定に 

よるもので、今月中には完納される見込み。 

(3) 新パンフレットができ、会員へ近日中に３部程(会員増への勧誘要請も添え)配布予定。 

(4) 今年度版「会員名簿」作成にとりかかる。とともに各委員会へ参画を促す文も添える。 

 

     １ 京都商工会議所の地域活性化推進委員会報告と今後の取組みについて 

         本日(7/10)上述の委員会委嘱総会が行われ、会長代理出席の事務局・奥村より報告をした。 

         要趣は、推進委員の役割としては会議所が行う諸活動の地域・業界内でのパイプ役で、具体 



 2 

         的には依頼される情報の提供と配布とともに、年央・年度末の委員(約２３０名)会への出席 

         が求められる。以上の報告をもとに今後の対応についての討議の結果は、 

         京都商工会議所からの要請事項や情報内容により、その都度検討し対応方法を設定すること 

    となった。 

  

     ２  「ホームページコンテスト京都」への共催「10 万円」の拠出について 

         主催・京都商工会議所より昨年に倣い、会長宛に共催の要請を受けた。 

         討議の結果、加入団体の一員で、かつＩＴ化地域活動の一環で審査委員が当協会理事の中筋 

         格氏であり、昨年同様に共催することに合意し、１０万円は予備金より拠出することとして 

         会長に事務局長より承認を得ることになった。(７月１５日に事務局長は会長承認を得た。) 

 

     ３  平成 14 年 10 月の情報化月間行事「京都情報化フォーラム開催」について 

         上述の議案について、前月当委員会の決定に則り技術委員会で「開催企画案」がまとめられ 

         その討議を行った結果、原案骨子を了承しさらに詳細を設定することとなった。 

           原案骨子  テーマ   「コンピュータ・セキュリティーを考える」 

                       開催日時   平成１４年１０月ＯＯ日 午後２時より５時 

                       内 容   ・ 基調講演 「コンピュータ・セキュリティーの視点」 

                                   ・ 製品紹介  メーカー説明(ソフト及びハード面より) 

                       開催形態  主催 (社)京都情報産業協会 

                                   後援 京都市・京都市・京都商工会議所・京都府中小企業 

                                         総合センター・(財)京都産業 21 など 

                                   オープン・フォーラムとし、約 １００名を集客目標 

                       予算総額  約 １５万円 

 

４ 各委員会報告と調整について  

 「企画広報委員会報告(河合委員長より)」 (委員会議事録配布) 

・ 今年度・初回の会合なので改めて委員会の位置付けや役割を討議した。 

・ メールアドレス・リストの整備、会員名簿の更新作成、会報誌発行などに取り組む。 

・ 年 5 回の委員会開催予定の設定をした。 

       「 地域情報化委員会報告(古川委員長より)」 

・ ＩＴ産業調査の実施アンケート内に、協会パンフレットを同封し、会長の入会勧誘メッセ 

―ジを添えたい。・・(討議の結果、原文は委員会で起案し、会長に提示する。) 

・ 7 月 29 日開催の「特別セミナー」の参加希望者を協会外からも募る。 

       「 経営委員会報告(木村委員長より)」 

・ ７月 30 日開催の「情報交換広場」への参加者を募っている。気楽な会合としたい。 

       「 技術委員会報告(山本委員長)」(委員会議事録配布) 

・ 第 3 回委員会を7 月 9 日に開催し、内容は議事録でもって説明。 

・ とくに説明事項の「ＳＥ交流会の開催予定日」7 月 26 日は、特別セミナー、情報交換広場 

の開催などと詰まっており、今ひとつ間隔をおいて開催することととなった。 

     ４  その他 

・ グリーンサミット ７月２７日(土)の参加者は低調である。・・やむなしか。 

・ 当委員会終了後 18 時 30 分より宇佐美委員の送別会 (ルネッサンスビルにて) 

・ 次回 事業推進委員会 8 月 7 日(水) 17 時より当会議室にて。 

  

                以   上 


